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序 文  
 

日本国政府は中華人民共和国政府の要請に基づき、同国の重慶母子保健医療機材整備計画

にかかる基本設計調査を行うことを決定し、国際協力事業団がこの調査を実施しました。 

 

当事業団は、平成 13 年 7 月 25 日から 9 月 15 日まで基本設計調査団を現地に派遣しました。 

 

調査団は、中華人民共和国政府関係者と協議を行うとともに、計画対象地域における現地調査

を実施しました。帰国後の国内作業の後、平成 13 年 12 月 2 日から 12 月 22 日まで実施された基

本設計概要書案の現地説明を経て、ここに本報告書完成の運びとなりました。 

 

この報告書が、本計画の推進に寄与するとともに、両国の友好親善の一層の発展に役立つこと

を願うものです。 

 

終りに、調査にご協力とご支援をいただいた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。 

 

 

平成 14 年 3 月 
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総裁   川 上 隆 朗 



 

伝 達 状  
 

今般、中華人民共和国における重慶母子保健医療機材整備計画基本設計調査が終了いたし

ましたので、ここに最終報告書を提出いたします。 

 

本調査は、貴事業団との契約に基づき、弊社が平成 13 年 7 月 23 日より平成 14 年 3 月 25 日ま

での7.5ヶ月にわたり実施いたしてまいりました。今回の調査に際しましては、中華人民共和国の現

状を十分に踏まえ、本計画の妥当性を検証するとともに、日本の無償資金協力の枠組みに最も適

した計画の策定に努めてまいりました。 

 

つきましては、本計画の推進に向けて、本報告書が活用されることを切望いたします。 

 

 平成 14 年 3 月 

 

   株式会社アールコンサルタンツ 

 中華人民共和国 

 重慶母子保健医療機材整備計画 

 基本設計調査団 

 業務主任 原田 良志 
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要 約 

重慶市においては、直轄する 43 の区、市、県のうち 12 県の 366 万人（全人口の 12％）が年

間世帯収入 500 元（約 60US ドル）以下の貧困人口とされており、市民 1 人あたり GDP は 3,900

元（約 470US ドル）と、中国全国平均（750US ドル）に比べ 35％低い水準にとどまっている。山

地・丘陵地帯が主体の重慶市郊外地域における保健医療サービスの拡充の遅れが影響し、重慶市

の母子保健関連指数は妊産婦死亡率が 10 万人中 80（全国平均 65、2000 年世界開発報告）、5 歳

未満児死亡率が千人中 38（全国平均 36、同）と全国平均より劣っている。 

中国政府は、「90 年代中国児童発展の大綱」を策定し、中国全土の省、特別市、自治区に対し、

婦幼保健医療の向上により妊産婦死亡率の低減、乳幼児死亡率（5歳児未満）の低減を図るよう

指示した。重慶市はこれを受けて 1995 年に「重慶市婦幼発展計画」を策定した。重慶市は同計

画により、婦幼保健サービス体制の強化を計画している。本プロジェクトは、中国政府の婦幼保

健政策にしたがい、重慶市の母子保健の改善を目標とするものであり、同市の母子保健医療開発

計画におけるアクションプランとして位置付けられているが、市当局の財政不足により母子保健

を担当する医療施設での必要機材の整備は進んでいない。 

日本国政府は本プロジェクトにかかる調査の実施を決定し、国際協力事業団は基本設計調査

団を平成 13 年 7 月 25 日から 9月 15 日まで、さらに基本設計概要書説明のための調査団を平成

13 年 12 月 23 日から 12 月 22 日まで派遣した。 

重慶市は本プロジェクトの対象施設として、同市の婦幼保健システムを構成する重慶市婦幼

保健院、その下位レファラルにあたる 32 ヶ所の区・県婦幼保健院および重慶市の小児医療にお

けるトップ・レファラル施設である重慶医科大学付属児童病院を選定した。 

我が方は、以上の背景に基づいて本プロジェクトの協力方針を以下のとおりに策定した。 

１） 一般的な母子保健指標の改善に資すること。中国の婦幼保健とは、婦人と小児のため

の保健医療を指すが、女性（婦人）については、婚前、結婚、出産、更年期にいたる

一生を診療対象期間としている。しかしながら、世界標準における「母親」の保健は

周産期医療に限定される。このことから、我が方の協力対象を女性の周産期医療と小

児保健医療とした。 

２） 農村部における母子保健医療体制整備に資すること。農村部を中心とした貧困人口に

裨益するよう 32 ヶ所の区・県婦幼保健院を整備するとともに、その患者紹介先とし

て上位レファラル施設の重慶市婦幼保健院が、その延長上にある小児専門医療施設と

して重慶医科大学付属児童病院が位置付けられる。 

また、本計画の機材計画についての方針は以下のとおり。 

１） 重慶市の母子保健指標改善に資する機材に限定すること。 

２） 対象施設内で優先すべき部門は、母子保健および産科・小児科の診療に直接関係のあ

る機材とする。 
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本プロジェクトの対象施設および主要計画機材は以下の表のとおりである。 

 

施設名 対象部門 機材項目 数量 

携帯型オーディオメーター 1 外来 児童保健科、妊産

婦外来、婦人科外

来、小児外来 

腹部用超音波装置 1 

分娩監視装置 5 

重症患者用ベッド 24 

病棟 産科病棟（分娩室、

新生児病棟）、婦人

科病棟、 

手術室 
手術台 5 

高圧蒸気滅菌器、大型 1 

生化学分析装置 1 

医療技

術室 

中央材料室、中央

検査室、病理検査

室、放射線科、 

機能検査室 
病理解剖台 1 

女性骨盤模型 1 

子宮模型 1 

訓練、

宣伝、

教育 

教室 

正常妊娠模型 1 

ＩＣ回路検査装置 1 維持管

理科 

維持管理科 

万能オシロスコープ 1 

重慶市婦幼保健

院 

管理 車輌 救急車 1 

経皮黄疸計 32 外来 婦人科外来、産科

外来、 赤外線乳腺検査装置 32 

分娩監視装置 38 入院 分娩室、手術室、

病棟 ベッドサイドモニター 38 

超音波診断装置 32 医療技

術部 

超音波検査科、検

査室 
プレートリーダー 32 

小児用オーディオメーター 32 保健科 児童保健科 

小児斜視、弱視治療器 32 

32 区・県婦幼保

健院 

管理 車輌 救急車 32 

多機能麻酔器 1 手術室 

微量血液生化学血液ガス分析装置 1 

感染消化器内科 小児用電子内視鏡 1 

脳・胸部外科 脳外科用手術用顕微鏡 1 

耳鼻咽喉科 喉頭内視鏡 1 

腹部外科 小児用腹腔鏡 １ 

救急室（NICU） 微量血液生化学血液ガス分析装置 1 

重慶医科大学付 

属児童病院 

臨床検査室 電解質分析装置 1 
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中央検査室 自動包埋装置 1 

薬分析室 血中薬物濃度測定器 1 

超音波検査室 カラードップラー超音波診断装置 1 

放射線科 Ｘ線撮影装置（入院部） 1 

 

脳波検査室 脳波計 1 

  

医療従事者は、医師、看護婦等の職種、経験年数等の資格が定められていることおよび診療実

績から判断して技術的に問題はないと考えられる。本プロジェクトは、対象施設が今まで持って

いなかった診療機能を付加することになるが、これらの運営に必要な医療従事者については、重

慶側がすでに各対象施設にて確保しており問題はない。 

現在の対象病院では、放射線機材等について代理店の技術者により保守管理が行われている。

本件で調達する機材についても対象病院側は必要により保守管理契約を結ぶ予定である。今次計

画にて対象病院に配置される機材は、院内の維持管理部門で通常の保守点検が行われる。また、

難易度の高い機材については、代理店との保守管理契約により保守管理サービスが実施される予

定である。中国国内では、本プロジェクトで調達予定の機材について代理店がすべてそろってい

る。代理店では、技術者および補修体制が整備されており、保守管理契約を結ぶことによって適

切な保守管理サービスを受けることが可能である。以上より、機材の維持管理上の問題はないも

のと判断する。 

本プロジェクトによって新たに生ずる維持運営管理費の予算措置について、重慶市衛生局は

調達機材が実際に稼動する 2003 年度の重慶市予算要求から財務局に対し、市婦幼保健院および

児童病院の経費増額を盛り込んだ予算要求を行う予定である。また、区・県婦幼保健院は各区・

県衛生局に対しそれぞれ予算要求を行う予定である。増加分は対象病院の昨年度の年間予算に対

して重慶市婦幼保健院で 2.3％、区・県婦幼保健院で 1.6～9.0％、重慶医科大学付属児童病院で

0.4％に当たる。市衛生局および区・県衛生局では、来年度予算において運営費用の増額にとも

なう追加予算を計上すること、各施設では、診療報酬の増額が見込まれることから運営維持管理

費増額については市衛生局にて解決できる範囲であると判断する。 

 

本プロジェクトを日本の無償資金協力により実施する場合、全体工程は約 11.5 ヶ月程度が必

要である。また、本プロジェクト実施に伴い必要となる一部の区・県婦幼保健院の改修・移築な

どの中国側の負担経費は 1.98 億円と見込まれる。 
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プロジェクトの妥当性についての検証結果を下表にとりまとめる。 

 

№ 検証項目 検証結果 

１ 本プロジェクトの裨益対象 約 1,930 万人の重慶市の妊産婦と児童が対象であ

り、貧困層を含む多数の裨益が見込まれる。 

２ プロジェクトの目標 母子保健サービスの改善は、ＢＨＮに直接関連する

事業である。 

重慶市政府は、農村部における母子保健指標（妊産

婦／新生児／乳幼児死亡率）の改善を掲げており、

緊急性が高い。 

母子保健活動における人材育成が含まれており、教

育・人づくりに貢献するものである。 

３ 運営・維持管理 本プロジェクトの運営は、重慶市の予算にてまかな

われるものである。本プロジェクトに必要な人材

は、対象施設において配置済みである。医療従事者

の技術力については、本プロジェクトで必要とされ

る水準を満足しており問題ない。 

４ 中・長期開発計画の目標達成

との関連 

重慶市における開発計画の目標である農村部の母

子保健改善に資するものである。 

５ 収益性 各対象施設では運営に必要な運営維持管理費用を

まかなうために診療報酬を設定している。しかしな

がら地域住民には診療報酬を見込めない貧困層も

含まれており、収支バランスは運営維持管理を円滑

に行うことが期待できる程度であると考えられる。 

 

以上の検証から本プロジェクトは我が国の無償資金協力の対象事業として適切であると判断

される。 

なお、本プロジェクトの実施による更新・新規導入の機材を最大限に活用し、その効果を発現・

持続するために重慶市側が取り組むべき課題を以下に示す。 

1）維持管理体制に係る課題 

・ 各対象病院は、重慶市衛生局とともに行政的な枠組みをつくり、医療機材の適切な維

持・補修について責任を持ち医療機材の維持管理を行うことが望ましい。 

・ 重慶市衛生局は、機材の有効活用を確保するために、資材の供与、予算の割り当て、維

持管理システムの構築等の適切な措置をとることが望ましい。 

2）機材の有効利用に係る課題 

・ 本プロジェクトで新規に調達が計画されている機材については維持管理費用増額の予

算措置が必要である。 
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